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◼ 研究テーマ
• 科学的思考力の育成
• 項目反応理論に基づく学力測定
• 科学教育の効果に関するメタ分析
• STEMキャリア選択過程の分析
• 研究の再現性とオープンサイエンス
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発表の流れ 3

◆再現性の危機とオープンサイエンス

◆教育分野におけるオープンサイエンスの取り組み

◆データ公開の課題

◆教育研究とオープンコミュニティ

中村

雲財



再現性の危機（Reproducibility Crisis） 4

52％
大いに危機的
状況にある

38％
やや危機的
状況にある

3％
危機的状況
にはない

1576人
の研究者が回答

7％
分からない

⚫Baker（2016）

Nature ダイジェスト Vol. 13 No. 8 
doi: 10.1038/ndigest.2016.160822 を基に作成

⚫ Makel & Plucker（2014）

⚫ Gordon et al.（2020）

教育分野の高IF雑誌に掲載の追試論文を分析
・再現に成功した追試 → 70%
・異なる著者が追試した場合 → 54%

「再現性の危機はありますか？」

教育分野の
再現成功率は
42%
と予測されている

Fig.1 (b)



再現性の危機の原因 5

1. 問題のある研究実践（Questionable research practices, QRPs）

p-hacking, cherry picking, HARKing,  …

⚫Makel, Hodges, Cook, & Plucker（2021）

• 1488名の教育学者を対象にQRPsやデータ公開の経験を調査

• 有意にならなかった研究や変数を報告しなかった経験がある → 61.69%
• 有意な結果が得られるよう複数の統計分析法を試した経験がある → 49.75%

• データをオンラインでオープンに公開したことがある → 45.61%
• コードやマテリアルをオンラインでオープンに公開したことがある → 58.94%
• データは決してオンラインで公開するべきではない → 3.70%

2. データやコードの秘匿

多くの論文で研究の生データが公開されておらず，著者に問い合わせてもデータ提供が拒否
されることが多いことが報告されている（Minocher et al., 2020; Wicherts et al., 2006）

→研究手続きの適切さが検証できない。

QRPs

オープン
サイエンス



教育研究のガイドラインとオープンサイエンスの推進 6

⚫ National Science Foundation & Institute of Education Sciences (2018)

“Companion Guidelines on Replication & Reproducibility in Education Research”

（訳：教育研究における複製可能性と再現可能性の共通ガイドライン）

B-5
教育研究は、オープンデータのアクセスポリシー策定、
共通して合意されたデータ共有ガイドラインの開発、
データやその他の資料を保存するための公開リポジトリ
の活用に取り組んでいく必要がある

B-9
同意書と治験審査委員会（IRB: Institutional Review 

Board）の承認書には、可能な限り、将来のデータ公開
に言及し、被験者のプライバシーを保護するための条
件を明記すべきである。



Educational Psychologist の特集号 7

Educational Psychologist
Volume 56, 2021 - Issue 2: Educational Psychology in the Open Science Era 



データやコードの公開への取り組み 8

⚫OSF (Open Science Framework) ⚫ J-STAGE 電子付録

1プロジェクト

50GBまで

1ファイル

50MBまで

⚫出版社のサーバー



実際の論文中の記載例 9

川崎ら（2020）「小学校理科における認知欲求の育成に
関する研究―「理論」の構築過程に基づく学習指導に着
目して―」理科教育学研究, 61(2), 241-249.
https://doi.org/10.11639/sjst.20038

中村ら（2020）「理科における授業実践の効果に関す
るメタ分析―教育センターの実践報告を対象として―」
科学教育研究, 44(4), 215-233.
https://doi.org/10.14935/jssej.44.215

https://doi.org/10.11639/sjst.20038
https://doi.org/10.14935/jssej.44.215


マテリアルの共有 10

⚫ IRIS Digital Repository

第二言語学習の研究に使用される質問紙、問題、教材、刺激、
データのコーディング・分析ツールを集めたサイト

Marsden, E., Mackey A., & Plonsky, L. (2016). The IRIS 
Repository: Advancing research practice and methodology. In 
A. Mackey & E. Marsden (Eds.), Advancing methodology and 
practice: The IRIS Repository of Instruments for Research 
into Second Languages (pp. 1-21). New York: Routledge. 



オープンサイエンスの推進 11

⚫ オープンデータ・バッジ
データを共有した論文にバッジを表示
バッジの導入により、データ共有率が向上（Kidwell et al., 2016）

⚫ PROイニシアティブ https://www.opennessinitiative.org/

データ公開と透明性を求める宣言。
PROイニシアティブに署名した人は、論文の著者
がデータの共有（or共有できない理由の説明）を
拒否した場合、論文の査読を行わないと誓約して
いる。600名以上の研究者が参加。

https://osf.io/tvyxz/files/より引用

https://www.opennessinitiative.org/
https://osf.io/tvyxz/files/


データ公開の問題点 12

⚫データ公開と研究倫理問題
• 個人情報に配慮した適切なデータ公開のあり方

➢ オリジナルのデータと同様の統計的特性をもつ疑似データを生成し，それらを公開
する手法も提案されている（Nowok, Raab, & Dibben, 2016; Quintana, 2020）

• データ公開に関する議論やガイドラインの不足
• スモールデータの集積と、将来的な統合に向けたデータ管理計画

⚫ データの標準化
• 可読性の高い整然データ
• データ規格の統一（cf. 文部科学省 教育データ標準）
• 質的研究のデータの適切な公開方法に関する議論（Aguinis & Solarino, 2019; Chauvette, 

Schick-Makaroff, & Molzahn, 2019）

⚫ インセンティブの問題
• 公開して得られるメリットよりデメリットの方が多いように感じる？

⚫ 研究者育成の問題
• オープンサイエンスに関する指導を受けてきていない



まとめ 13

①再現性問題の影響もあり、教育分野ではより積極的に

オープンサイエンスに取り組んでいくことが求められている

②先進的な事例では、OSFやジャーナルのサーバーにデータが公開

されている

③データ公開に向けて、教育学分野全体で取り組んでいかなければ

ならない課題が複数存在する



補足資料
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TOP Guidelines 15

ジャーナルを10の基準（Data Citation，Data Transparency，Analysis Code 
Transparency，Materials Transparency，Design & Analysis Reporting 
Guidelines，Study Preregistration，Analysis Plan Preregistration，
Replication，Registered Reports & Publication Bias，Open Science Badges）
で評価

1. データ引用
2. データの透明性
3. 分析コードの透明性
4. マテリアルの透明性
5. 報告書作成ガイドライン
6. 研究の事前登録
7. 分析の事前登録
8. 複製
9. 査読付き事前登録
10.オープンデータ・バッジ

⚫ 教育分野の国際誌のTOP Factor ランキング
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